
2012年度活動綴婆 第2部

汐主催協力事業 〆

58 

ボラ ンティア .NPO前動セ ンターには、さまざまな地域1・fI体や行政などから事業への協)J依頼が

あります。センター内でどのように関わっていく のかを検討し、多くの場合、学生スタッフやコーデイ

ネーターが協働でそれらの依舶に対応しています。

企画名 スタディツアー合同説明会

実施 日
夏季ツアー説明会 :2012年6J=J 9 11 (1:) 131時30分-171時00分
冬季 ・{l:季ツアー説明会 :2012{f.lOJJ20日 (1:) 1311~f30分-17時00分

.tJ)j 所 キャンパスプラザ京都 (2Fホール)

実施主体 ・
(共110特定非常利活動法人 |期間NGO協議会/株式会社 マイチケット
ボランティア .NPO 活動セ ンター

参加人数 夏季 約50人/冬季 ・存手 約35人

.経緯 ・目的

センターには年度初めから「海外でのボラン

ティアに|見j心があるJi長期休IIIUrllにスタデイ
ツアーに参加してみたいJiと手んなスタデイ ツ
アーがあるのかまnりたいjという学生が多く来
去します。

そこで、セ ンタ ーの捉批r:1I体である (特i{i)

|則同 ぶGO 協議会と 、 海外体験，}: ~I}l プロ グラ ム

(P61参!!のでも各種手配にJjEわっている附マ

イチケッ トとの共催で、 スタデイツアー を :íÍ~ lilij

している ~GO111体を集めて合同説明会を2009
年度より継続開催しています。

これまでの実績より 、数多くのNGOト月体が

lI'r民くださる ようになり 、学1:.・大学と NGO

との連般の場として、今年度は、 合IIIJ，説明会!日j

の|時間を{史って「大学と NGOスタデイツアー

情報交換会」 を試行実施しました。

.概 ~

[大学とNGOスタディツアー情報交換会]。11: 30 -13 : 00 ランチオンミーテイング
大学と I¥GOの担当者が、海外スタデイツアー

における大学:と XGO の述拡について1l~J:接訴 し

什う ことができる場として設定、↑17報交換を行

いました。

参加FJI体:

※NGOI則係
CFFジャパ ン/]IPPO/]VC. 11本1."1際ボ

ランティアセンター/NGOとも P1ID協会

'アクセス ウータン ・森と生前をJ5・える会
ジュ レー ラダ ック/J血球のぷとgよむ会
LIFE/ツナミクラフ ト/紙の地球ネット

ワーク

※大学関係

大|以J(.fι大ザ: 1則，J可大学/'r'，宇i女 r-}.;. ''? / n~ 
谷大学

※|則IJ4NGO協議会/マイチケ ット

[夏季ツアー説明会}。14:00ー15: 00 第1部
「スタデイツアー入門 スタデイツアーって

f"f? Mが符られる? イIIJを学べる ?J 
，;rVtr.耐 .佐藤友紀氏 NPO法人IJH1e教育協会大

I~J~J句完rfr

実際にあったスタデイツアーでの i/1¥米!]J:J
を過して、スタデイツアーを楽しむ、体験する、

マ:ぶポイン ト、 そして現地で気をつけるべきこ

とを、参加者-とNGOスタッフとが一緒に与え

るワークショ ップ形式で学びあいました。



~15 : 00-17 : 00 第2部

iNGOに刊(抜きいてみようースタデイツアー

のこと」

参加 NGOIII休(別表)が会場内にブースを

設け、ブースごとに各同体それぞれの金阿する

スタデイツアーについてブース米説者に説明し

ました。説明会参加者はそれぞれ関心のある同

体のブースを訪lIiJし、 |寸|体の取り組みやツアー

内容などを例目IJに1'1II1Jします。出展開体以外の

チラシや団体パンフレッ ト等も設世し、参加者

が手に取って比蚊・検討できるようにしました。

また16:30からは、ブースを訪れた印を集め

た参加者を対象にwt)マイチケッ ト蛇供による旅
行券や NGO同体などから提供されたが:品の抽

選会を実施しました。

{冬季 ・春季ツアー説明会1
~14 : 00-15 : 00 第 1部

「ス タデイツアー・…どんな|立|体が? どこへ?

イIIJを学べる?J 
参加 NGOがそれぞれとふんなスタデイツアー

を行っているのか、 qJ:き先、プログラム、特徴

などを l同体につき 5分程度でプレゼンしてい

ただきました。

。15: 00ー17: 00 第2部夏季と同内容
ブース/1¥展開体

ARBA、CFf'ジャノfン、 ICYEジャノTン、

JIPPO、JVC'11本同際ボランティアセン
タ一、NGOとも、NICE'U..<j>:I:I，1際ワークキャ
ンプセンター、 PHD協会、 000グローパル

ビジョン、アクセス、アジア太平洋出羽F文
~ I化の会、ウータン ・必と'1ミ前を考える会、
)1 1 
ジュレ ーラダック、地床の友と歩む会

LIFE、ツナミクラフト、ニランジャナセワ

サンガ、 プラピーダの会、紙の地球ネ ット

ワー夕、 |見l州NGO協議会、マイチケット
バ1'20トJIイ本

CIEE、ICYEジャ J¥ン、 PHD協会、アク

セス、 ウータン ・4tと'I=.i;riを与える会、ソ
ム ニー ド、地球の友と~~む会 LIFE、ツナ

ミクラフト、ニランジ守ナセワサンガ、品止

の地球ネットワーク、|則州ト:GO協議会、

マイチケット ，i1'12トI1休
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共催 ・協力事業

-参加者の戸・得られた効民など

・1'1分の生11らない市助・ I":Wを矢11ることができ

ですごく楽 しかった!

・ブースでツアーの良さを熱くJliってもらえた
ので、全部行きたくなりました。

・ホームページ‘だ、けではわからない、生の↑fj報

をI1Hくことができて、すごく勉強になりまし

た。

・スタデイ ツアーといってもいろいろな種類の

ものカfある こと を主11ってよカ、った。

• #'f外での活動の夢が大きく広がった。
・どのト1"1イ本からもよい刺激を受けてよかったで

す。

・イ"Jもわからず参加したけれど、くだいて説明

してくださったので、わかりやすかったです。

.コーデイネータ一所感

111:イ1:')立からの戸をLil!!A-し、スタデイツアーを

合IIIIIする側の団体同 1:のネットワークづくり

ペヘノ47:との連携にIIlJけた↑lt沖li交換のJJhとして、
大学と NGOスタデイツアー十円相交換会を説明

会 lìíjの H、.~':1111を使って災施しました。NGOから

は海外スタデイツアーにおける大学との辿艇に

ついて!制作の戸が大きいものの、まずは大学組

織のな思決Jとの流れや、日11~汗ごとのツアー企阿

に対するニーズや特徴についての情報収集が必

~なことが雌認されま した。

五f.の説明会では、初めてワークショップ形式
でのスタデイツアー人門をわ:いましたが、実践

的な場l(rI設定が好奇leで、した。11¥発から)llftを追っ

た/U:叫に より、 具.付三的にスタデイツアーをイ

メージできたようです。

冬 ..{~の説明会では 、 年水ゴ1'::始のツアー参力11

.(Ij明ニr..へ配慮し円科を例年より ，，'.めたところ、

ツアー保行が未定のト1"1体が多く、ブース出展開

体が少なくなったこともあり 、参加者が少なく

なって しまい ました。少ない参加者の1'1'では、
例年よ りじっくり話をI1Hくことができたと ii:':;Jl
広が刈かったようです。

今後はより多くの人が参加lしやすい会場設定

や、場作りを進め、広報に)Jを入れていきたい

と込lいます。

〈ドli:';-.日・:竹村 光世

(深草キャンパス コーデイネーター))
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0その他の地域イベン トなどへの出展 ・協力

センターでは、これまで報告してきた事業以外に特に協)J~'1;が必要と忠われるイベント咋へ出展、

協)Jを行いました。

• i告HtI:ボラ ンティア ・社協フェスタ」への111展 (深l;i)
日 i時:2012年10J]14R(日)

場所:みやこめっせ

内 容:i共につくろうきょうの糾Jをテーマに|羽
fH¥されました。7つのゾーンのうち、大学・

企業 ・ボランティアゾーンにブースをい

ただき、，}:生スタッフ 9tlとコーデイネー

ター 1tlの計10ilでボランティア .NPO 

活動センターの活動車{j介を行いました。

今年はいつも以上にたくさんの方に

ブースに来場していただくことができ、

ボランテイア .NPO 市助センターの活動

について知っていただ・くと共に、地域の | 、
皆さんの想いに直接ふれる良い機会にな

りました。

• iザ:'1:ボラ ンティアフォーラムJ(第1IJlI"j!:'-I;_ボラ ンティアと支援者が集う全同研究交流集会)へ
の/11出 (深市:・瀬111) 

円 11守:201311::' 2 J] 271二1(水)-2811(木)

場 所:1主|立オリンピック記念行少年総合センター

内容:深草学生スタッフ 9名と瀬川学生スタッ

フ8tl、コーディネーター l名の百1-18名

でボランテイア ・NPOi;T;-iWJセンターの活

動車fi介を行いました。

'1;' J.'!-や DVDなどで、東11本大災災復興

支援についての本学の活動やセンターの

l' 1宇:_lji業などを紹介し、他大学の学生な

どにセンターの活動を知|ってもらえる機

会となりました。


